2018年度　リーダー部報告
■2018年度体制
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※たきび係を廃止しました。
■2018年度リーダー部方針（青字）と実施内容（赤字）
①山に行きやすい風通しの良い会を目指す。
→引き続き継続します。
5月と10月に全会員対象の親睦山行を計画します。
5月の日程は5/19～20、10月の日程は10/20~21を予定しています。いづれも1泊と日帰り両方に対応できる場所を選択します。
→親睦山行については5/19～20で丹沢檜洞丸で会員13名＋1名で、10/20～21は10/20に今井さんに花を手向けるため、一之瀬林道へ行き、10/21は日帰りで笠取山に沢パーティー8名（水干沢）と尾根パーティー（8名）で予定通り行いました。10/20～21の親睦山行は、山には入らなかったメンバーを含めて20名が参加しました。

②新入会員募集に力を入れる。
→ホームページをより見やすくします。今年も力を入れます。会員募集の内容や会の紹介文も現状に合った文面に変更します。

→ホームページの会員募集内容や会の紹介文を現状に合ったように変更しました。
[bookmark: _GoBack]その結果、新入会員3名と復帰会員2名が入会しました。新入会員はホームページからアプローチいただき、入会しました。

③価値ある訓練山行の実施
→2017年は、比較的有意義な訓練山行ができたと思います。
2018年についても安全対策担当からのご提案を受けて検討します。
予定しているのか下記の３回です。
６月下旬の搬出訓練(ＧＷ明けに日程を通知します。)　および、12月と１月の雪上訓練(日程は後日)
→6/30に岳稜岩で搬出訓練（会員11名＋2名）、1/26～27に威守松小屋で、ビーコン・雪崩搬出の訓練（会員11名＋3名）を行いました。トレーニングでケガをしてしまった人もいて実力に合ったトレーニングの必要性を感じました
 
④会山行と個人山行の明確化
→6月のクリーンハイク・搬出訓練は会山行で裏山行は禁止。5月と10月の親睦山行12月と1月の雪訓練は有志山行だが参加できる人はできるだけ参加しましょう！！10月の交流ハイクは現状未定。
今年のクリーンハイクは銀座担当で前夜祭も考えています。
→クリーンハイク・親睦山行・雪訓練は滞りなく行いました。搬出訓練ではケガ人が出てしまいました。個人山行では誠に残念なことに死亡事故が起きてしまいました。それ以外にも今年はケガ人が多く、今後の安全対策について真剣に考えなければならないと感じました。

⑤会装備購入計画
→ロープ(30m×8㎜)は、購入後5年で交換する。2018年は2013年購入のロープ2本を現役から落として新たに2本購入する。現役から落としたロープは訓練用およびタープ設営用として使用する。また、購入後5年に満たないロープも、テンションがかかったり変形が認められるときは即使用を中止する。山行中にロープに負荷がかかった場合は、必ずリーダー部に連絡する。
→予定通り購入。

→デジタルビーコン1台会で購入する。
現在会で保有しているアナログビーコンの老朽化に伴いデジタルビーコンを1台補充する。 基本的には、新人が自ら購入するまでの貸出用として使用するが、空いているときは会員のお試し用としても使用可能とする。
→実施せず。

⑥会費の値下げ
→年会費¥8,400を\6,000に値下げする。
→実施しました。

⑦特記事項
今井夫妻の遭難事故に伴い今井夫妻偲ぶ会を12/15に執り行い、会員18名、ご友人2名，トマの風2名、神田山の会6名、同人わたぐも2名の合計30名の参加がありました。
また、今井夫妻の追悼文集の編集係を3名の方に依頼し、追悼文集を作成するとともに、リーダー部主体で今後の教訓のためと、このようなことが二度と起こらないようにという気持ちも込めて事故報告書を作成しました。事故報告書は完成しましたが、今後の検証などは2019年度の課題として進めていきたいと思います。

以上
　　　　　


